
①目的
スリム化ガイドの周知状況や活用状況等を把握し、その効果を

確認するとともに、今後のフォローアップ検討に資する

②形式
・WEBアンケート

③対象者
・受注者（１業者複数名回答可能）

④時期
・Ｒ４年６月１０日～６月３０日

⑤対象件数
・受注者：３３６社［R3.11.1～R4.5.31に契約した工事件数：601件］

土木工事電子書類スリム化ガイド アンケートの実施について

回答数
受注者：２４６社（３４２件）
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Ｑ１‐１ スリム化ガイド認知度

Ｑ１‐２ スリム化ガイド情報入手方法

（択一回答）
n=342

（複数回答可）
n=488
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【アンケート結果】

スリム化ガイドを“知っている”という回答が 99%。

【アンケート結果】

発注者からの情報提供が54％。
関東地方整備局ホームページが21％。
事務所や出張所のパンフレット置き場が17％。

【その他】・社内共有

工事契約直後であったため“知らなかった”という回答も僅かに
あったが、スリム化ガイドは受注者には浸透していることが確認
できた。

発注者が、受注者に対し積極的に情報提供し、周知できてい
ることが確認できた。

土木工事電子書類スリム化ガイド アンケート結果について



Ｑ３‐１ 設計審査会（工事着手前）開催状況

Ｑ２ スリム化ガイドわかりやすさ

（択一回答）
n=337

（択一回答）
n=342
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【アンケート結果】

“とてもわかりやすい”、“わかりやすい”という回答が 92%。
【主な意見】
◇不要な書類が明確になっている。
◇各項目の説明内容に具体例、写真等が掲載されており、監督職員等と受注

者との間で認識に齟齬が生じない。
◆施工体制の添付書類や記載例をもう少し、具体的に記載して欲しい。

【アンケート結果】

“開催された”、“今後開催予定”という回答が 82%。

“開催されていない”という回答が18%。

維持工事や災害復旧工事など一部の工種において、工事着手前の
設計審査会が開催されていない事例が18%あることから引き続き、全
ての工事において設計審査会を開催するよう、周知徹底を図る。

スリム化ガイドは受注者から“わかりやすい”と好評を得ており、工事電子
書類のスリム化（簡素化）に寄与していることが確認できた。

土木工事電子書類スリム化ガイド アンケート結果について

※スリム化ガイドでは、工事着手前の設計審査会において、受発注者間の書類
作成の役割分担を明確化することとしています。



Ｑ４ 設計審査会（工事着手前）における役割分担の明確化

Ｑ３‐２ 設計審査会（工事着手前）開催方法

（択一回答）
n=221

（択一回答）
n=221

4

【アンケート結果】

Web会議による開催が 39%

Web・対面の併用開催が 12%

対面開催が 49%

【アンケート結果】

“明確化できた” という回答が 87%。

【主な意見】
◇着手前に発注者及び受注者の作成書類の役割分担を明記したことによっ
て、今までどちらが作成したら良いかわかりにくかった事項が明確化できた。
◇概略発注などにより一部明確化できなかった。

Webシステムを活用しているのは約５割と半数であったことから、更なる時
間の有効活用を図るため、積極的なweb活用を引き続き推進する。

設計審査会を開催し、作成書類の役割分担の明確化ができていること
を確認できた。

土木工事電子書類スリム化ガイド アンケート結果について

※スリム化ガイドでは、工事着手前の設計審査会において、受発注者間の書類
作成の役割分担を明確化することとしています。

※スリム化ガイドでは、工事着手前の設計審査会において、受発注者間の書類
作成の役割分担を明確化することとしています。



Ｑ５ 工事書類作成に関する更なる改善要望

（択一回答）
n=329
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【アンケート結果】

要望ありという回答が22％であり、施工体制台帳に関する要望が一番多い。

（複数回答可）n=108

※”要望あり”と回答されたもので、具体の要望内容が記載されていない回答は回答数に含んでいない。

土木工事電子書類スリム化ガイド アンケート結果について


